
◎読解力と表現力の基礎を養う

物語の場面の把握や登場人物の心情の読み取り、説明文の要点や段落関係の理解など、入試で必要な読
解力と表現力の基礎を体系的に学びます。まず「要点」を読んで読解の方法をインプットし、「確認問題」で理
解を深めます。次に「練習問題」を解き、自分で考えて手を動かしてアウトプット。そして、「答えと考え方」を確
認して、論理的な筋道を経て正解に至る流れをつかみます。一つ一つのステップを着実に踏みながら、頭で
理解した読解や表現の方法を、自力できちんと使いこなせるようになります。
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物語・説明文・詩など、さまざまな文章を読み取る基礎力を身につけます。
Ｚ会中学受験コース3年生の国語では
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●自分で考え、書きこむことで、
　「使える」レベルに
…………………………………
単に読むだけの学習では、理
解したような気がしていても、
実際に問題を解く力はなかな
か身につきにくいもの。「授業
ノート」では、読み取り方のポイ
ントを書きこんだり、実際に文
章を読んで例題を解いたりし
て、要点で学んだことを「知って
いる」から「使える」レベルにま
で確実に上げることができます。

●解答を吟味する習慣づけ
……………………………
すべての記述問題に「丸つ
けの仕方」をご用意。文末の
まとめ方などの基本はもちろ
ん、解答に必要な要素を分
解して示し、自分の書いた答
えを吟味する習慣づけを行
います。３年生の段階から模
範解答と自分の答えの違い
を意識することが、４年生以
降の記述力の伸びにつなが
ります。

●論理的な思考を養う解説
…………………………………
正解への道筋を丁寧に説明し
ます。必ず問題文に立ち戻って
確かめることで、解答の根拠を
文中にもとめる意識づけができ、
確かな読解力が身につきます。

●根拠に基づいて選択肢を絞りこむ
…………………………………………………………………
「なんとなく」で選んでしまいがちな選択式の問題でも、正解を
得るためにはしっかりとした根拠が必要です。問題文と選択
肢を照らし合わせながら、明確な判断基準に基づいて解答を
絞りこんでいく力をつけます。

●さまざまな文章の
　読解方法をつかむ
……………………………………
中学受験コースでは、３年生の段
階から、物語だけでなく説明文や
詩などのさまざまな文章を扱いま
す。それぞれの文章に特徴的な読
解のポイントを、基礎から詳しく学
ぶことができます。

●記述力の基礎を養成
…………………………………
難関中学の入試で頻出の記述
問題は、原則として毎回出題。
標準レベルから発展レベルま
で段階的に演習を積むことで、
苦手になりがちな記述問題で
も確実に得点するための基礎
を養います。


